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財
部
静
治
先
生
を
憶
ふ

仁三p
刃可Z

藤

圭

昭
和
十
五
年
七
月
七
日
、
日
本
の
統
計
閥
単
界
の
育
て
の
親
の

一
人
で
あ
り
、
而
も
現
役
と
し
て
大
事
教
壇
上
か
ら
統
計
事
の

融
問
展
に
甚
大
た
坊
績
を
表
は
し
て
居
ら
れ
た
法
聞
学
博
士
財
部
静

第
五
+
一
審

四
五

第
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ー
ー



亀

文

憶

治
先
生
の
御
永
眠
に
よ
っ
て
、
斯
界
は
全
〈
名
欣
し
難
普
寂
自
筆

に
蔽
は
れ
た
。
殊
に
先
生
よ
り
御
薫
陶
を
う
け
た
私
共
に
と
っ

て
は
一
入
の
淋
し
さ
を
痛
感
せ
ざ
る
を
得
た
い
。

私
が
先
生
忙
教
へ
を
賜
は
っ
た
の
は
今
か
ら
三
十
有
徐
年
前

の
事
で
あ
る
が
、
共
後
統
計
事
を
専
攻
す
る
曲
学
徒
と
し
て
今
日

に
到
る
迄
、
引
積
雪
先
生
の
御
高
殺
を
恭
ふ
し
来
っ
た
の
で
あ

Z
。
今
夏
の
如
〈
、
先
生
を
追
憶
し
よ
う
と
思
つ
で
も
、
徐
り

忙
も
現
賃
的
在
主
観
的
印
象
が
強
〈
、
之
を
歴
史
的
な
客
規
的

事
象
と
し
て
見
る
に
は
倫
ほ
未
だ
時
口
の
一
足
ち
ぎ
る
を
忠
ム
。

先
生
と
の
御
交
際
に
島
い
て
う
け
た
印
象
は
、
多
〈
の
鮪
に
-E

い
て
、
取
り
編
め
て
云
ひ
表
は
し
難
い
や
う
た
断
片
的
忙
し
て

E
つ
突
然
麺
異
的
訟
も
の
で
あ
る
。

先
生
は
時
折
り
針
諾
の
際
に
、
耐
問
答
の
や
ろ
友
一
一
昌
句
を
忽

然
と
護
せ
ち
れ
る
干
う
を
己
と
が
あ
っ
て
、
判
断
に
苦
し
む
や

号
な
事
が
丘
い
で
も
を
い
が
、
良
ぐ
考
へ
て
見
れ
ぽ
、
そ
の
以

前
に
云
は
れ
た
事
と
の
一
闘
聯
に
告
い
て
、

一
定
の
常
例
(
先
生

の
常
用
語
)
に
従
ふ
も
の
を
見
出
し
得
る
の
で
あ
る
c

先
生
に

沿
い
て
受
貯
る
印
象
の
突
然
費
異
的
な
る
も
の
も
、
云
は
ピ
大

第
五
+
一
巻

第

披

回
大

量
観
察
的
に
表
現
し
て
、
常
例
に
則
っ
て
居
呂
も
の
で
あ
る
こ

と
が
解
る
。

先
生
を
追
憶
す
る
に
も
、
従
っ
て
断
片
的
で
突
然
費
異
的
左

云
ひ
表
は
し
方
を
借
る
の
が
遁
首
で
あ
る
と
思
ふ
の
で
、
思
向

す
佳
を
一
二
述
べ
て
見
た
い
と
考
へ
る
。

私
が
、
醐
学
生
と
し
て
講
義
を
畿
い
た
年
に
、
先
生
の
講
義
は

「
本
論
第
一
章
統
計
ノ
機
閥
」
士
で
進
ん
だ
が
、
何
底
か
で
「
僕

の
統
計
皐
は
緒
論
だ
け
で
い
h

ん
だ
」
と
云
は
れ
た
と
か
と
云

ふ
と
、
と
で
あ
る
が
、
先
生
の
大
串
に
お
け
る
講
義
は
統
計
撃
の
一

理
論
の
貫
髄
を
貨
に
能
〈
掴
ん
で
、
そ
の
緒
論
の
中
に
膝
縮
せ

ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
先
生
の
現
代
的
統
計
撃
に
た
け
る
犬

量
観
察
法
並
に
解
折
法
に
つ
い
て
は
、
先
生
の
名
著
「
枇
舎
統

計
論
綱
」
に
沿
い
て
窺
ふ
と
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
か
色
、
先

生
の
統
計
撃
の
閥
系
は
、
そ
の
講
義
と
右
弊
作
と
を
併
せ
見
る

己
と
に
主
っ
て
窺
ぴ
得
ら
れ
る
。

私
が
教
は
っ
た
時
の
ノ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
「
緒
論
し
と
し
て
全

然
章
節
の
匝
別
な
し
に
、
大
串
ノ

1
ト
の
数
十
頁
に
亙
る
と
一
古

ふ
随
分
鑓
っ
た
取
り
扱
ひ
方
で
あ
っ
て
、
世
に
超
然
た
る
先
生



の
姿
が
思
ひ
浮
ぷ
。
或
時
の
如
昔
は
、
先
生
教
室
に
現
は
る
L

や
黒
板
に
槌
分
慶
っ
た
一
-
刊
を
認
め
て
、
索
知
ら
也
顔
で
講
義

を
進
め
ら
れ
て
居
た
が
如
昔
、
全
く
先
生
ら
し
い
庭
が
現
は
れ

て
ゐ
る
。

先
生
が
我
統
計
血
平
田
介
に
残
さ
れ
た
足
跡
の
最
も
偉
大
な
る
も

の
L

一
つ
は
、
何
に
と
云
つ
で
も
、

現
代
統
計
撃
の
鼻
祖

C
E
E
E
E
一
躍
系
の
下
に
纏
め
て
研
究
委
表
し
て
我
皐
界
の

地
位
を
高
め
ら
れ
た
事
で
あ
る
。
己
の
持
作
は
、
法
律
皐
経
済

準
研
究
叢
書
第
八
冊
「
ケ
ト
レ

1
ノ
研
究
」
(
一
一
京
都
法
墜
合
護
行

と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
と
の
著

明
治
四
十
四
年
六
月
)

作
よ
り
数
ヶ
月
後
れ
て
獲
刊
せ
ら
札
た
「
一
批
舎
統
計
論
綱
」
E
共

に
、
先
生
三
十
一
歳
の
若
宮
新
進
謬
徒
と
し
て
の
意
気
あ
る
研

究
の
表
現
で
あ
り
、
ま
た
先
生
の
皐
究
生
活
に
沿
け
る
接
的
鰭

系
の
根
幹
を
局
し
た
か
の
や
う
に
思
は
れ
る
。

「
ケ
ト
レ

1
ノ
研
究
」
の
絞
一
盲
に
烏
い
て
、
先
生
は
「
本
邦
統

計
皐
ノ
研
究
カ
夙
=
高
齢
ヲ
章
、
不
思
干
科
ト
シ
デ
モ
亦
容
易
ニ
酔

肱
叩
シ
得
ヘ
キ
号
ノ
ノ
一
ト
シ
テ
過
を
ラ
ル
、
ャ
恰
モ
我
官
一
私
統

計
機
闘
ノ
一
部
ニ
於
テ
統
計
吏
員
ヲ
待
ツ
コ
ト
悶
ー
と
酔
薄
ヲ
叡

迫

棒，

耳ヒ

ム
ル
ト
共
趣
ヲ
同
フ
ス
ル
=
物
ハ
ラ
ズ
著
者
英
猫
諾
ヲ
間
半
ヒ
テ

其
途
ヲ
誤
レ
ル
カ
タ
メ
カ
、
夙
一
一
此
境
一
一
庭
U

テ
疑
惑
ア
リ
、

統
計
事
務
ソ
幹
部
ハ
必
ス
ヤ
能
吏
ヲ
索
メ
統
計
皐
理
ノ
研
修
ハ

須
ラ
ク
精
徴
ナ
ル
ヘ
シ
ト
ノ
見
解
ヲ
蓑
へ
ん
ヨ

1
久
シ
、

L 

E

と
述
べ
、
吹
い
で
「
今
拙
作
ヲ
介
シ
テ
世
=
我
疑
惑
ヲ
訴
ヘ
ン

ト
ス
ル
一
一
営
リ
今
後
モ
持
績
シ
テ
共
解
疑
ュ
努
-F

ン
k
r

欲
シ
ツ

、
自
己
、
ノ
ダ
メ
=
索
メ
得
グ
ル
銭
言
L

と
し
て
、
相
州
通
古
大
家

回目
rゆ
え
。
門
司
述
作
中
の
一
何
ミ
ロ
器
同
思
想
言
。
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を
掲
げ
て
居
ら
れ
る
。
寅

忙
と
の
伺
は
先
生
の
翠
究
生
活
の
一
大
モ
ッ
ト
ー
で
あ
っ
た
か

の
一
感
が
あ
る
。
即
ち
先
生
は
右
持
作
殻
表
後
約
二
十
年
を
経
た

昭
和
六
年
四
月
日
本
統
計
皐
舎
が
そ
の
創
武
線
舎
を
京
大
柴
友

合
館
に
沿
い
て
開
催
し
た
そ
の
記
念
講
演
曾
開
舎
の
僻
に
、
営

皐
舎
の
前
途
を
脱
稿
す
る
念
か
ら
、
右
箆
言
を
再
び
引
用
せ
ら

れ
た
の
で
あ
る
と
と
か
ら
し
で
も
解
か
る
。

先
生
晩
年
本
邦
の
本
車
事
に
奥
味
を
も
た
れ
、
「
南
北
排
」
の

論
題

D
F
に
「
東
洋
経
済
摩
史
論
、
否
文
明
史
論
」
の
一
端
に
供

第
五
ナ
一
巻

回
七

= 

童書

壇



遁

憶

文

ぜ
ん
と
せ
ら
れ
、
士
た
一
一
押
し
て
「
薬
物
と
し
て
の
人
」
の
論
題

の
下
忙
「
本
草
間
宇
和
漢
響
曲
申
に
宿
さ
る
h
根
本
偲
設
の
評
論
」
を

試
み
ん
と
せ
ら
れ
た
る
が
如
き
、
所
謂
錆
び
の
あ
る
東
洋
味
を

活
か
し
た
曲
学
的
幽
閥
系
に
傾
想
せ
ら
れ
た
ゃ
う
で
あ
る
。
先
生
が

私
に
、
づ
っ
と
以
前
、
手
水
鉢
の
辞
苔
の
慌
味
に
つ
い
て
、
ま

た
割
合
最
近
に
盆
裁
の
雅
趣
に
つ
い
て
、
漣
べ
ら
れ
た
断
片
的

三
何
の
中
忙
、
我
園
祉
曾
科
事
者
の
研
究
に
あ
ら
ま
ほ
し
〈
思

は
れ
た
と
と

E
も
を
暗
示
せ
ら
れ
た
の
は
、
買
は
先
生
の
皐
風

の
一
端
と
見
る
と
と
が
出
来
ゃ
う
。

先
生
は
、
私
が
統
計
皐
を
専
攻
す
る
と
と
i
h

な
る
や
、
先
づ

。oE怠
の

mzzω
円
砕
か
ち
出
裂
し
で
研
究
し
、

己
れ
が
研
究

報
告
を
在
す
べ
き
と
と
を
命
ぜ
ら
れ
、
次
い
で
冨
釦
司
、

g
y
Z門

2同
E
E
W
Z
2
3
r
i
E
O
等
の
著
作
の
研
究
に
向
ふ
べ
き
己
と
を

一
耳
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
常
に
若
き
堕
徒
の
た
め
、
子
弟
の
震

め
、
何
か
冒
と
指
導
し
ま
た
研
究
の
使
宜
を
興
へ
て
、
車
十
回
升
進
出

の
機
舎
を
奥
へ
る
と
と
を
念
と
せ
ち
れ
て
ゐ
た
と
と
に
封
し
て

今
夏
乍
ち
感
謝
忙
桂
へ
左
い
。

最
後
に
、
先
生
が
恩
師
に
封
ナ
る
情
は
貨
に
厚
い
も
O
が
あ

第
五
十
一
巻

四
y、

第
三
掠

回

っ
た
ゃ
う
で
あ
る
。
私
は
先
生
か
ら
常
に
新
渡
戸
先
生
の
と
と

を
承
っ
た
が
、
そ
の
中
、
新
渡
戸
先
生
が
洋
書
の
取
扱
ひ
の
如

何
に
鄭
重
で
あ
っ
た
か
を
細
々
と
話
さ
れ
た
と
と
も
あ
っ
た
が

恐
ら
〈
、
先
生
は
斯
る
一
事
に
到
る
ま
で
も
其
の
美
鮪
を
取
り

容
れ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。




